
ＵＶＢ放射照度計

▼高感度出力ＵＶＢ放射照度計、水準器、遮蔽板、校正成績書付

ＵＶＢ放射照度計ＬＰＵＶＢ０２は面に入射するＵＶＢ域の放射照度（Ｗ/

ｍ２）を測定します。スペクトル感度は５ｎｍ幅で、３０４ｎｍに中心化されて

います（ＦＷＨＭ）。全体放射は直達太陽放射と地表に並行な面におけ

る天空散乱放射の合計です。直接要素が拡散要素に優先する可視光

帯域と対照的に、ＵＶＢのスペクトル域では光は大気によって強く拡散さ

れ、ふたつの要素が同等になります。従って、ふたつの要素を正確に測

定することが最も重要となります。

ＬＰＵＶＢ０２は以下のような分野で使用されます。

●  オゾン層のモニタリング。２９５～３１５ｎｍ周辺の放射は成層圏にある

オゾン層に強く吸収されます。従って、微細なオゾン層の変化が地表

に到達する放射量の増減に影響します。

●  生物に対するＵＶＢ放射（人体の健康に最も有害）の影響

●  作業領域におけるＵＶＢ放射測定

ＬＰＵＶＢ０２は機能するために電源供給を必要とします。供給電源は

フォトダイオードが発生する微少な信号を増幅するために使われます。放

射計は実際的には電流/電圧増幅器（インピーダンス変換器）で、これ

により、太陽が生み出すＵＶＢ放射を測定します。

ＬＰＵＶＢ０２は丈夫で、適切に電源供給されている場合、長期にわたっ

てメンテナンスなしで使用できるよう製作されています。この特長により、

気象分野での用途に適しています。

ＬＰＵＶＢ０２には、自己温度制御のための白金抵抗温度センサ（Ｐｔ

１００）が内蔵されています。ＵＶＢ計の内部温度が動作温度範囲内に維

持されなければ、測定は定格精度を超えるシステムエラーの影響を受け、

不正確なものとなります。ＵＶＢ計が＋６０℃以上の温度にさらされると、

干渉フィルタの特性を変化させてしまいます。

■ご注文コード

ＬＰＵＶＢ０２ ＵＶＢ放射照度計、電圧出力、遮蔽ディスクＬＰＳＰ１、シリ
カゲルカートリッジ、気泡水準器、８極Ｍ１２コネクタ付属、
ＩＳＯ９００１校正成績書付、ケーブルは別途

ＬＰＳ１ 放射照度計固定用ブラケット、φ４０～５０ｍｍ水平また
は垂直マスト用

ＬＰＳＰ１ 遮蔽ディスク
ＬＰＳＧ 除湿シリカゲル用カートリッジ、Ｏリング付
ＬＰＧ シリカゲル５個パック
ＬＰＲＩＮＧ０２ 水準調整器および放射照度計ＬＰＵＶＢ０２傾斜取付

用可調ホルダー付ベース
ＬＰＳ６ ＬＰＵＶＢ０２取付け用キット：７５０ｍｍマスト、ベース、

目盛付支持プレート、ブラケット
ＣＰＭ１２ＡＡ８Ｕ.□ ８極Ｍ１２コネクタ付耐ＵＶケーブル、Ｌ＝５ｍ、１０ｍ

■テクニカルデータ

※注：記載の感度は”代表感度”であり、ＵＶＢ計の出力には個体差があります。

ＬＰＵＶＢ０２は半導体フォトダイオードをベースに作られており、特殊な干渉フィルタに

よって測定に必要なスペクトルを得ています。特に、ＬＰＵＶＢ０２に使用されているフォト

ダイオードとフィルタは温度および経時変化に対して極めて高い安定性を有しています。

対象の通過帯域以外の波長を完全にカットするため、フィルタの設計に細心の注意が

払われています。３０２～３０８ｎｍのスペクトル域の太陽エネルギーは、太陽から地表に

届く全エネルギーのわずか０.０１％です。スペクトルレスポンスをＦｉｇ.１Ａ（リニアスケー

ル）、Ｆｉｇ.１Ｂ（対数スケール）に示します。

■動作原理

ＵＶ測定

　代表感度　※注 ０.５～１.５Ｖ（Ｗ/ｍ２）

　応答時間 ＜０.５秒（９５％）

　ＭＩＮ負荷インピーダンス １０ｋΩ

　測定範囲 ０～２Ｗ/ｍ２

　視角 ２πｓｒ

　スペクトル範囲

ピーク３０４±１ｎｍ
３０２.５～３０７.５ｎｍ（１/２）
３０１～３０９ｎｍ（１/１０）
２９７.５～３１１.７５ｎｍ（１/１００）
２９２.５～３１６.２５５ｎｍ（１/１０００）

　動作温度 -４０～＋６０℃

　余弦応答 ＜８％（０～８０°の間）

　長期非安定性（１年） ＜|±３|％

　非直線性 ＜|１|％

　温度影響 ＜０.０１％/℃

温度測定

　測定範囲 -４０～＋６０℃

　精度 ±０.２℃

　ＭＩＮ負荷インピーダンス １０ｋΩ

供給電源

　Ｖ＋ ＤＣ７～３０Ｖ

　消費電流代表値 ３ｍＡ

重量 約０.９ｋｇ

外形寸法 Ｆｉｇ.３に示す通り

Ｆｉｇ.１Ａ　スペクトルレスポンス（リニアスケール）

Ｆｉｇ.１Ｂ　スペクトルレスポンス（対数スケール）

ＵＶＢ放射照度計  LPUVB02

A New Integrated Brand of

178 SAKAKI CORPORATION



角度

余
弦
誤
差

ＬＰＵＶＢ０２はセンサを外界から保護するため、直径５０ｍｍの透明ガラスドームを備え

ています。また、ＵＶ域での最適な透過性により水晶が採用されています。

ディフューザとケースの独特な形状により、余弦則に従う良好なレスポンスを実現してい

ます。理論的なレスポンスと測定されたレスポンスの差をＦｉｇ.２に示します。

ＬＰＵＶＢ０２のレスポンスと余弦則の優れた関係によって、太陽の仰角が低い場合でも、

ＬＰＵＶＢ０２の使用を可能にしています（ＵＶＢの拡散放射は太陽が天頂から遠ざかる

につれて増加します。従って、余弦則に従う不完全なレスポンスによる直接放射の誤差

は、地球放射の測定において無視できる程度のものとなります）。

Ｆｉｇ.２　理論応答値との差

Ｆｉｇ.３　固定穴と気泡水準器

Ｆｉｇ.４　固定用アクセサリ
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